
学問基礎（森） 14 2018-12-24 

□ 期末試験： 2019年1月21日(月)  持込不可、学生証持参 
□ 第１５講 ： 2019年1月2８日(月) 
□ e-Campus へ提出する課題（締切り：1月29日 21時） 
 どちらもこれまできちんとやってきた人は提出する必要はありません！ 

  1） 永久機関についての課題（プラス点） 
  2) 科学のＡＢＣについての課題（未提出の人、うまくＡＢＣになっていなかった人） 

1. 私たちの責任             「学ぶこと」ともかぶりますが…… 理性を高めるた
めの学びがあり
ますね。 

 全くその通りです！ 

 ええ、ぜひ、私たち自身がしっかりし
て、いい世界を作っていきましょう！ 

2. 抑止論・湯川 

 抑止論は強力です。湯川は、水平の拡散（核保有国が増える）、垂直の拡散（核兵器が高性能化する）
を指摘しましたが、もう一つ、侮れないフィードバックがあります。それは、「核の撤廃は不可能だ」と
人々が思うことによって、ますます、抑止論が正当化されてしまうことです。抑止論が正しいという人が
いると、ますます、「撤廃は不可能だ」と人々が思うようになります。湯川も、もちろん、そのことに気
づいています。実は、ビデオの中で、それに反論していたことに気づいたでしょうか。「核兵器は人類と
共存できない」つまり、共に世の中に存在し続けることができないので、核兵器が残るなら、人類は滅び
ると指摘しています。その上で、「核兵器全廃の方法が必ずあるはずだし、必ずそうあらねばなりません。
なぜならこれは人類が生き残るために…(中略)…すべての人の悲願であるからです。」と述べ、人類は生
き残るよね、だったら方法もあるよね、という奇妙なロジックで核の全廃はできるはずだ、としています。 
 ノーベル平和賞を受賞した ICAN は、核の抑止論に対して、核を保有すること自身が罪だと国際的に認
めることで核を全廃しようという作戦をとりました。核兵器禁止条約は、2017年に国連で、122の国と地域
が賛成し、採択されました。 

 以前もお話したように、他の人の人生は、
私たちがどう生きるかを考えるときのいい材
料になります。 



3. 学ぶこと         毎年、この回の授業を行うと、いつかお話したカツオ君のように未来は明るいと思いま
す。ぜひ、皆さんで一緒にこれからも勉強して、正しい判断をできるようにしていきましょう！ 

    私たちの自由は、私たちの
責任の上に成り立っているというの
がＬＡの基本認識ですね！ 

 アインシュタイ
ンにも当てはまる
というのはいい指
摘です！ 

 いじめや、相手の心
情も理解しなければな
らない、という指摘も
いい指摘だと思います。 
 それは、必ずしも目
の前の人とは限らず、
会ったことも無い人の
ことも考えるべきかも
しれません。 

 この指摘も重要ですね。精神
を錯乱させてしまうようなこと
になってはいけません！ 
 ただ、逆説的に言えば、私た
ちは人を錯乱させてしまうよう
な世界に生きている（そういう
世界に私たちがしている）とい
う意識も必要です。ナチスドイ
ツのドイツ人たちの「私たちは
知らなかった」を繰り返しては
いけないことも付け加えておき
ます。 


